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＜連絡事項＞
・本日の当直医馬渡先生ですが、あおぞらクリニックの診察で19：00頃帰院予定なので、

　19：00頃まで院内不在となります。

　指示受けが必要な場合は、馬渡Drが居ない場合は、田名部Drの携帯電話に連絡して

　ください。

・東病棟からレストラン廊下に出るところ、観音開きの自動ドアが故障しました。

東病棟側から見て右の扉（男子トイレ側）が自動で開かない状態です。

カードを通した後の扉留めが上がっている状態なら手動で開けることが出来ますので、

ストレッチャーの移動など必要時は手動で開閉をお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・金　留以子様～本日、兄様と一緒に外出に行かれる。本人より予定時間より1時間遅れると連絡入る。17：00帰院。帰院時体温36.7℃　不調訴えないが、疲労感訴えが聞かれています。銀行と携帯電話ショップの用事は済ませる事が出来たが、自宅の片付けは1/3程しか行えなかったと話されています。再度片付けの為に外出が必要となる予定だが、日時は未定となっています。
	


	・小林　司様～特定非営利活動法人ドリーム、就労継続支援Ｂ型事業所「シリウス」に見学可能か確認するが、見学は可能だが現在空きがない状況とのことで同法人運営の同じくB型「オリオン」に確認し空きがあり見学可能。作業内容は、外作業である。雨が降ろうが雪が降ろうが外作業とのことです。ライフベースはしかみまでの送迎は可能。

上記を踏まえ、本人の意向を確認するも嫌そうな表情あるが、見学に行くとのことです。11月29日（月）8：45～12：00まで外出許可を病棟へ依頼にて申請中です。付き添いは、西山Ｎｓが行く予定です。

	

	


・澤田　裕也様～計画相談関野様から連絡入り、明日の弁護士の面会が10:00に変更になった為、9：40に迎えに来るとの事を吉田ＳＷから報告がありました。付添いは関野様行く予定になっています。本人にも報告済みです。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～朝食後から、車椅子を自操出来るが、歩行状況は見られず、「力尽きた」と言いホールのテーブルに伏せっている。昼食後薬服用にカウンターまで自力歩行みられる。コップを預けていると思いコップ下さいと希望するが勘違いである事を知り謝っていた。その後からトイレや部屋に戻る時車椅子を押して帰っている姿がみられ表情にも活気さがみられていた。
若沢　理子様～午前中は部屋で過ごしていた。昼食後薬服用に来られ「すいません幻聴が強い為、頓服を下さい」と訴えあり。本人より「聴こうと思ってはいないんですけど・・・」と、「暗闇に落とすとか言われると怖くなります」と言い、不穏・興奮時リスパダール0.5㎎1P服用する。以後幻聴に関した発言は聞かれず過ごしていたが、夕方「幻聴が被さってくる。寝ていたら一撃で死んでしまうかもしれない。トイレのギザギザから幻聴が襲ってくる」と訴え、切迫した様子あり。リスパダール内用液0.5ml　1Pを服用後、スタッフへ「幻聴に襲われてないですか大丈夫ですか幻聴が私の好きな看護師さんを襲うって言ってくるんです」と訴える。スタッフには幻聴は聴こえない為、影響はない事を説明。本人へも気にならない方法としてゲームなどを勧める発言し様子観察しています。
・松谷　さと子様～作業室から病棟へ戻る途中、断る事なく東病棟のトイレを使用している事があり、本人を探す事ありました。トイレから出てくる姿を確認した為、次回からスタッフへ断ってからトイレ使用するように伝えています。怒る事なく返事され素直に聞き入れていました。金銭に関した発言か聞かれず過ごしています。終始表情の硬さはみられています。
高橋　伸治様～朝食から腹痛を言い不食されている為、昼食も食べたくない事や排便2日間ない事を含め継続指示便秘時ピコスルファートNa10滴内服させ、↔白湯等やココア等飲用させ様子みていた。オヤツ時間頃から、腹痛軽減したとの事で、冷たい物の飲用を控えるよう指導後、ココアを購入し、コカコーラ飲用は休むよう説明に納得されています。
＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・中川原　義雄様～本人から今後は娘様の所に帰りたいなと話していて夜間の覚醒は夜中３時に覚醒し顔を洗い、またベッドに入ると２０時に就床前薬服用し２１時に寝るサイクルが習慣化してきたと継続でスミルスチック２本処方となっています。
長谷川　陽一様～夜間は眠れているとの事。携帯使用しても時間で返す事出来ている。
	主治医から携帯料金に関連するから使い過ぎに注意しる事を指摘とアドバイスを受けて返答されています。


出河　攻様～主治医の診察で頭の中に女の人が入って言う声はなくなったとの事。
本人よりお願いがあると、性病な気がするから内服薬処方依頼する。
理由は「陰茎部周囲に垢が溜まりやすく、濡れると直ぐ貯まるから心配だ」と、確認の為主治医が診察にて常時清潔にしてデルモゾールＤＰ軟膏塗布いると大丈夫ではと、伝え納得されています。
滝田　英人様～調子は悪くないとの事で主治医から以前書いた紙を見せられてから声高の独語が聞かれスタッフの声かけに「大事な事を話している」と幻聴に左右された発言が聞かれていた。脈拍測定には拒否なく測定後不整あるが62～66台で経過しています。
上村みわ様～臀部、背中痛は変わりなく２週間前からドキドキすると話す。脈拍６０回/分リズム整、視力が少し悪くなってきたとまた、ドキドキは注射すると治ると発言が聞かれていた。
＜皮膚科診察＞
・井上　和美様～左下腿、左第1趾に発赤、水疱、糜爛見られ温湿布を貼付低温熱傷
　　　　　　　　処置：テラマイシン軟膏+ガーゼ、テラマイシン軟膏1本処方。
・出河　攻様～継続でテルビナ外用液、デルモゾールＤＰ軟膏各1本処方。
・小笠原　文人様～継続でテルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方
・若沢　理子様～両方窩に紅色丘疹へ膿疱あり⇒ゲンタマイシン軟膏塗布
　　　　　　　　両踵に皮膚肥厚、落屑、皹裂⇒両足底角化症⇒デルモゾールＤＰ軟膏
　　　　　　　　デルモゾールＤＰ軟膏2本処方
・小田　タネ様～背部掻痒感増強あり⇒継続でデルモゾールＤＰ軟膏3本処方
＜新規＞大久保　すい様～躯幹に紅色丘疹掻痒散乱乾燥性湿疹デルモゾールＤＰ軟膏塗
　　　布⇒デルモゾールＤＰ軟膏3本処方
他の患者様同前処置
